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ている。評者から見て、本章は民族問題について述べているとは思えず ささか唐突な印象をぬぐえな 。むしろ、本章は中国側からみた近代日中関係史を概論的に述べたも これによって中国側はどういった点 問題視あるいは重要視しているかがよく分かる。いうまでもなく、中 が近代以降、一番多く・長く・大規模に戦争を行 相手は日本であり、これが近
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衝突、福建省出身者 も出身地による衝突が起こっていたが 日本の支配によって「民族意識」が生まれ と述べている。　















第十三章「二〇世紀における中華民族の結束力 は 各章 議論についてまとめたもので、列強の中国侵略・清朝および国

















































文献や翻訳文献が多用されている。これは、中国共産党がこれらの地域 関して当事者ではなかったため、その資料および研究の蓄積が不充分であることが挙げられる。そ ため、外モンゴルに関しては多くを『モンゴル人民共和国通史』（ソ連科学院・モンゴル人民共和国科学委員会編、巴根他訳、科学出版社、一九五八年）に、アメリカによるチベット工作の部分はほぼ全てを英文文献に、台湾については、日本人研究者や台湾総督府による著作・資料 ども引用されているが、すべ 中国語に翻訳されたものを使用しており、数も少ない。
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約三倍に達し、中国の海洋進出・一帯一路あるいは米中貿易摩擦など、中国の政治経済がニュースに らな 日は 。その一方で、日本のテレビやインターネット上 は 日本 こんなにスゴイ国であるといった番組や記事が蔓延し、中国に対しては否定的・批判的な記事やコメ トが目立つ。 かしながら、ただ単に中国に対す 優劣や嫌悪でなく、中国政府すなわち中国共産党内がいかなる公式見解のもとで政策を実施 を、「民族問題」という視点を持ち分析・理解していく必要があるのではないだろうか。　
おわりに、本書を刊行した明徳出版は従来、中国古典を中心に出版を行ってきた。現代中国関係の書物を取り扱ったのは本
書が初めてではないだろうか。まさに 本書 出版は日本の中国研究にとって大きな意義があ 。大変な労力を払われた訳者一同に研究者として敬意を払 と同時に、同社にとっても れがさらなる発展への エポックにな ものと信ず 。今後とも同社が、古典のみならず現代中国についても出版されることを期待したい。
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王希恩著 『二〇世紀中国における民族問題』 （日本語版） について
一三〇
註１
　
 中国の人口等に関する記述は、日本国外務省のホームページ中の「中国基礎データ」 （平成三十年十二月二十八日現在）によった（
h
ttp
s://w
w
w
.m
ofa.g
o.jp
/
m
ofaj/area/china/data.htm
l ） 。
２
　
 外モンゴルおよび新疆に関する研究については、ロシア語による相当量の研究の蓄積があると思われるが、その多くは中国語あるいは英訳がなされていないため、中国人研究者によって活用されていな のであろう。
３
　
 『ニューズウィーク日本版』（二〇一八年十一月二十三日号） 。
　
王希恩編著、朴銀姫・李文哲訳『二〇世紀における中国民族問題』 、明徳出版社、二〇一八年十一月刊、Ａ５版、七三一頁、本体価格五〇〇〇円＋税。
